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奈良県の介護人材確保の実績と将来推計

○介護人材確保の実績と将来推計
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出典：厚生労働省 老健局

福祉・介護人材の状況
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(資料出所) 厚生労働省「職業安定業務統計」 ( 注) 介護関連職種は、ホームヘルパー、介護支援専門員、介護福祉士等のこと。

➢ 奈良県の令和５年12月の有効求人倍率は5.13倍で、全国平均の4.44倍と比較して高い水準で
ある。これは、近隣県の京都府、大阪府、和歌山県と比較しても高く、さらなる人材の充足
が必要と考えられる。

都道府県別有効求人倍率（令和５年12月）
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奈良県における有効求人倍率・新規求人数等の推移（R5.3～R6.3)
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奈良県の福祉・介護人材の現状【事業所】
人材の確保・定着の状況
（１）1年間の全体、および各職種の採用率、離職率、増減率

※1年間：2022年10月1日から2023年9月30日まで
◆全国での２職種（訪問介護員／介護職員）の採用率は16.9％、離職率は13.1％

出典：公益財団法人 介護労働安定センター
令和5年度 介護労働実態調査
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奈良県の福祉・介護人材の現状【事業所】

従業員の過不足の状況
（１）従業員全体、および職種毎の過不足状況
◆ 全国では、全体的で見て「適当」が35.0％で最も多いが「不足感」は64.7％に上る

従業員の過不足の状況
（２） 訪問介護員・介護職員の不足の影響
◆ 全国では、「各職員の時間当たりの業務負担の重さ・余裕のなさ」が36.8％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【事業所】

採用活動とその評価
（１）採用における工夫（複数回答）
◆ 全国では「ハローワークや福祉人材センター
に求人申込後、担当者に相談している」が65.2％
で最も多い

従業員の過不足の状況
（２） 訪問介護員・介護職員の不足の影響
◆ 全国では、「人数・質ともに確保できている」は16.1％
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奈良県の福祉・介護人材の現状【事業所】

採用活動とその評価
（３） 採用において、採用者数または採用者の質の確保が一定程度できている理由
◆ 全国では、「職場の人間関係がよいこと」が62.7％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【介護労働者】

出典：公益財団法人 介護労働安定センター
令和5年度 介護労働実態調査

現在の職種を選んだ理由（複数回答）
◆全国では、「働きがいのある仕事だと思ったから」が42.3％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【介護労働者】

出典：公益財団法人 介護労働安定センター
令和5年度 介護労働実態調査➢ 離職理由として、職場の人間関係、法人や

施設・事業所の理念や運営のあり方に不満
があったためが上位となっている

介護関係の仕事を辞めた理由
（１） 直前職も介護関係の仕事であった介護従事者の直前職をやめた理由（複数回答）
◆全国では、「職場の人間関係に問題があったため」が34.3％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【介護労働者】

出典：公益財団法人 介護労働安定センター
令和5年度 介護労働実態調査

介護関係の仕事を辞めた理由
（２）（１）の理由のうち、職場の人間関係に係る理由の詳細（複数回答）
◆全国では、「上司の思いやりのない言動、きつい指導、パワハラなどがあった」が49.3％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【介護労働者】

出典：公益財団法人 介護労働安定センター
令和5年度 介護労働実態調査

介護関係の仕事を辞めた理由
（３）（１）の理由のうち、法人等の理念や運営のあり方に係る理由の詳細（複数回答）
◆全国では、「経営の効率性やリスクを過度に重視しているため、介護の質の向上の取り組みが二の次になっていた」が

30.9％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【介護労働者】

出典：公益財団法人 介護労働安定センター 令和５年度 介護労働実態調査

➢ 現在の法人に就職した理由として、「やりたい職種・仕事内容だから」、「資格・技能が活かせるから」、
「通勤が便利」が上位となっている。一方「教育研修等の充実」、「福利厚生の充実」、「子育て支援の
充実」「法人の方針や理念に共感したから」といった理由が下位となっている。

現在勤務している事業所と勤務状況について
（１） 今の事業所に就職した理由（複数回答）
◆全国では、「通勤が便利だから」が50.3％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【介護労働者】

出典：公益財団法人 介護労働安定センター 令和５年度 介護労働実態調査

➢ 在の職場に就職した経路・きっかけは、「友人・知人からの紹介」が 35.3％で最も多く、続いて「ハ
ローワーク」の 20.1％、「求人情報サイト」の 8.1％、「折込チラシ、新聞・雑誌の広告」の 5.2％の順で
あった。

現在勤務している事業所と勤務状況について
（２） 今の職場への就職の経路・方法・媒体（複数回答）
◆全国では、「友人・知人からの紹介」が35.3％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【介護労働者】

出典：公益財団法人 介護労働安定センター 令和5年度 介護労働実態調査

➢ 就職のきっかけとして「友人・知人
からの紹介」が全年齢層に有効であ
るが、とりわけ年齢層があがるにつ
れて回答が多くなっている

➢ 20代については、「友人・知人か
らの紹介」とあわせて「学校・養成
施設等での進路指導」、「求人情報
サイト」の数値が他の年代より高く、
アナログ、デジタルあわせて就職活
動していることがうかがえる。

年齢層別、今の職場への就職の経路・方法・媒体（複数回答）
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奈良県の福祉・介護人材の現状【介護労働者】

出典：公益財団法人 介護労働安定センター 令和５年度 介護労働実態調査

現在勤務している事業所と勤務状況について
（３）１週間の残業時間数

◆全国では、「残業なし」は57.7％

（件、％、時間）

残業な

し

５時間

未満

５～10

時間

10～

15時間

15時間

以上

平均残

業時間

（時間）

全国 57 .7 24.3 9.7 3.0 1.0 1.6

訪問介護員 67.6 17.3 7.1 2.2 0.6 1.2

介護職員 60.2 25.8 7.4 1.8 0.7 1.3

サービス提供責任者 47.3 27.5 14.6 4.9 1.7 2.3

生活相談員 42.1 26.1 19.0 6.2 2.7 2.9

看護職員 50.3 31.4 9.5 3.3 0.9 1.8

PT・OT・ST等 50.3 25.9 17.3 4.2 0.4 2.0

介護支援専門員 62.3 19.1 10.3 4.0 1.0 1.7

奈良県 54 .1 25.5 11.8 2.4 1.2 1.8

回答労働者数

20,699

2,857

255

8,340

1,750

1,205

2,240

451

2,418

現在勤務している事業所と勤務状況について
（４）年次有給休暇の付与日数

◆全国では、付与日数「20日」が28.5％で最も多い
（件、％、日）

0日 1～4日 5～9日 10～

12日

13～

15日

16～

19日

20日 平均新

規付与

日数

全国 5.3 1.5 6.3 22.8 6.6 5.0 28 .5 14.6

訪問介護員 8.6 2.4 7.0 22.0 6.4 4.0 21.4 13.8

介護職員 4.6 1.5 7.6 22.6 6.5 5.0 27.4 14.4

サービス提供責任者 2.6 1.1 4.3 21.0 5.9 4.9 35.5 15.5

生活相談員 4.1 0.8 5.1 20.7 7.1 6.3 35.4 15.5

看護職員 6.7 1.4 6.4 26.7 7.4 5.1 26.6 14.3

PT・OT・ST等 4.7 1.6 4.4 34.1 7.8 8.2 23.9 14.0

介護支援専門員 5.9 1.1 4.3 21.4 6.3 5.4 33.9 15.4

奈良県 6.7 0.4 5.1 19.2 7.5 5.5 29 .8 15.3

1,205

2,240

451

2,418

255

回答労働者数

20,699

2,857

8,340

1,750

現在勤務している事業所と勤務状況について
（５）有給休暇の取得状況

◆全国では、取得日数「5～9日」が38.4％で最も多く、平均取得日数は7.9日
（件、％、日）

0日 1～4日 5～9日 10～

12日

13～

15日

16～

19日

20日 21日以

上

平均取

得(消

化)日

数(日)

平均取

得(消

化)率

(％)

全国 6.2 16.1 38 .4 19.5 6.7 3.3 5.1 0.9 7.9 53.7

訪問介護員 7.4 19.0 34.9 17.9 6.4 3.6 4.7 0.7 7.6 54.3

介護職員 5.9 16.1 41.1 18.7 5.8 3.0 4.8 1.1 7.8 53.7

サービス提供責任者 6.6 14.1 41.8 18.8 5.8 2.7 5.3 1.1 7.8 49.8

生活相談員 5.0 14.6 41.3 19.8 8.0 2.9 4.6 0.6 7.9 50.4

看護職員 6.1 16.4 33.8 22.5 8.2 3.8 5.2 0.5 8.2 57.1

PT・OT・ST等 3.3 16.3 40.2 21.9 6.4 5.5 3.0 0.6 7.9 56.2

介護支援専門員 6.6 15.2 34.2 20.6 8.0 4.1 7.4 0.7 8.5 54.6

奈良県 5.8 12.2 38 .4 22.1 8.1 2.9 7.6 0.0 8.4 55.0

回答労働者数

361 8.3

1,751 8.8

172 8.7

1,273 7.9

909 8.2

1,650 8.7

新規付与10日

以上の

平均取得（消

化）日数（日）

14,637 8.3

1,803 8.1

5,894 8.2
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奈良県の福祉・介護人材の現状【事業所】

出典：公益財団法人介護労働安定センター 令和５年度 介護労働実態調査

○法人格別、事業所規模別外国籍労働者の受け入れ状況（複数回答）外国籍労働者について
（１）外国籍労働者受入れ状況

◆受け入れている事業所について、全国では「在留資
格「介護」（法人で直接受け入れ）」による受け入れ
が5.9％で最も多い
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奈良県の福祉・介護人材の現状【事業所】

○属性別外国籍労働者をすでに受け入れている事業所の今後の受け入れ方針 ○属性別外国籍労働者をまだ受け入れていない事業所の今後の受け入れ方針

○現在受け入れていない事業所

（２）外国籍労働者の今後の活用方針
○現在受け入れている事業所
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外国籍労働者の受入状況（サービス事業所）

１．外国人労働者の受入状況 ２．外国人労働者を受け入れた結果での課題

出所：奈良県 高齢者の生活・介護等に関する県民調査 調査結果報告書（資料編）
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外国籍労働者の受入状況（サービス事業所）

３．外国人労働者の受け入れへの考え ４．外国人労働者を受け入れたくない理由

出所：奈良県 高齢者の生活・介護等に関する県民調査 調査結果報告書（資料編）
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外国籍労働者の受入状況（サービス従事者）

１．外国人労働者の受入状況 ２．外国人労働者の受入による課題

出所：奈良県 高齢者の生活・介護等に関する県民調査 調査結果報告書（資料編）
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外国籍労働者の受入状況（サービス従事者）

３．介護人材不足解消のための外国人労働者の受け入れ賛否 ４．外国人労働者の受け入れを進めるべきではないと思う理由

出所：奈良県 高齢者の生活・介護等に関する県民調査 調査結果報告書（資料編）
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※定員・入学者数は以下の県内養成校の合計者数

平成12年度 ５校 奈良佐保短期大学、関西学研医療福祉学院、奈良文化女子短期大学

奈良福祉専門学校、関西国際社会福祉専門学院

平成17～R1年度 ２校 奈良佐保短期大学、関西学研医療福祉学院(青丹学院)

R2年度 ３校 奈良佐保短期大学、関西学研医療福祉学院(青丹学院)、奈良介護福祉中央学院

R3年度～ ４校 奈良佐保短期大学、関西学研医療福祉学院(青丹学院)、奈良介護福祉中央学院

奈良ひびき福祉専門学院

介護福祉士養成施設の状況
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榛生昇陽高等学校の状況
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就職状況（宇陀高校こども・福祉学科介護系列）

※R5までは榛生昇陽高校こども福祉学科の卒業者数

卒業者 就職福祉関係 就職一般企業等 進学 その他

※令和4年度入学者のうち介護系列に進級したのは18人
令和5年度入学者のうち介護系列に進級したのは14人

24



介護福祉士修学資金貸付事業における貸付対象

定員

在学生 ※１
卒業生（累計）※２

総合計1年次（Ｒ５年度～） 2年次（Ｒ４年度～）

外国人 日本人 外国人 日本人 外国人 日本人

関西学研医療福祉学院 40 0 7 0 7 0 103 117

佐保短期大学 40 0 1 1 0 10 32 44

奈良介護福祉中央学院 80 57 0 66 0 86 0 209

奈良ひびき福祉専門学院 25 4 0 3 1 0 2 10

※１ 途中退学者等は除く。

※２ 修学期間内に貸し付けた総人数。

♦福祉系高校修学資金貸付事業について

【福祉科（介護系列）】※１

定員

在学生 ※２
卒業生（累計）※３

総合計2年次（Ｒ５年度～） 3年次（Ｒ４年度～）

外国人 日本人 外国人 日本人 外国人 日本人

宇陀高校（福祉科介護系列） 40 0 1 1

榛生昇陽高校（子ども・福祉科） 40 0 7 0 11 18

※１ 貸付対象となるのは、専門課程ごとに分かれる２年次からとなる。

※２ 途中退学者等は除く。

※３ 修学期間内に貸し付けた総人数。

【専攻科】※１

定員

在学生 ※２

卒業生（累計）※３
総合計2年次（Ｒ５年度～） 3年次（Ｒ４年度～）

外国人 日本人 外国人 日本人 外国人 日本人

宇陀高校 20 4 2 1 0 7

榛生昇陽高校 20 2 0 2

※１ 高校を卒業した者、在留資格「介護」を有する者等が入学対象者。

※２ 途中退学者等は除く。

※３ 修学期間内に貸し付けた総人数。 25



介護現場への先進技術の導入について

介護現場への先進技術の導入状況【サービス事業所】

出所：奈良県 高齢者の生活・介護等に関する県民調査 調査結果報告書（資料編）

先進技術の導入による課題【サービス事業所】

➢ 介護現場への先進技術の導入については、75％では導入されていない。

➢ 先進技術の導入済みであっても、「業務軽減に結びついていない」、「操作方法が難しく、実用的でない」
という課題を持っている事業所が合計3割近くある。
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介護現場での先進技術の導入に対する考え

介護現場での先進技術の導入に対する考え

出所：奈良県 高齢者の生活・介護等に関する県民調査 調査結果報告書

➢ 介護の現場で、先進技術を用いた機械（介護ロボット、ＩＣＴ機器）等の導入が勧めることについての考えは、事
業所、従事者、ケアマネジャーともに「どちらでもない」が過半数を占めている中で、「進めるべきである」は事
業所で21.4％、従事者で20.0％、ケアマネジャーで20.6％、「進めるべきでない」は事業所で16.9％、従事者で20.9％、
ケアマネジャーで19.6％と拮抗している。事業所と従事者の結果を比較すると、「進めるべきでない」は事業所より
も従事者で有意に高くなっている。
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介護現場での先進技術の導入に対する考え

先進技術の導入を進めるべきではない理由

出所：奈良県 高齢者の生活・介護等に関する県民調査 調査結果報告書

➢ 先進技術の導入を「進めるべきではない」または「わからない」と回答した事業所、従事者、ケアマネジャーに対し
て、その理由を尋ねたところ、理由の上位3 位は、事業所では「導入費や維持費が高そうだから」（27.3％）、「ケア
の質が下がると思うから」（25.7％）、「業務軽減に結びつかないと思うから」（16.6％）、従事者では「ケアの質が
下がると思うから」（28.6％）、「業務軽減に結びつかないと思うから」（21.3％）、「導入費や維持費が高そうだか
ら」（19.1％）、ケアマネジャーでは「業務軽減に結びつかないと思うから」（27.3％）、「操作方法が難しそうだか
ら」 （19.7％）、「導入費や維持費が高そうだから」「ケアの質が下がると思うから」（各16.7％）となっています。
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ＩＣＴ機器の活用状況について

介護ロボット、ICT機器等の導入・利用状況（日常的に利用しているも
の）

出所：介護労働安定センター（奈良版）「令和５年度介護労働実態調査結果」
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ＩＣＴ機器の活用状況について

介護ロボット、ICT機器等の導入効果 介護ロボット、ICT機器等の導入における業務改善

出所：介護労働安定センター（奈良版）「令和５年度介護労働実態調査結果」
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